
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どくしょ 
第２１号  
２０２１．３．１５  

茨城県読書をすすめる協議会 

読書推進の灯を絶やさずに 
茨城県読書をすすめる協議会長 稲葉 里子 

 令和２年度は新型コロナウイ 
ルス感染症の影響を受け、協議 
会にとってもたいへんな一年と 
なりました。第１回役員会は書 
面開催となり、一年間の事業を 
実施できるのだろうかと不安 
でした。 
 しかし、会員の皆様の御協力 
により、時期は遅れましたが 11 月に総会と県
民のつどいを実施することができました。心よ
り感謝申し上げます。県民のつどいは「野口雨
情と流浪の時代」と題し、講演の後に朗読とジ
ャズピアノのコラボレーションがありました。
なかなか見ることができない企画で、雨情の世
界に浸って心豊かになりました。 
 令和２年度の読み聞かせコンクールは朗読、
自由の２部門開催を準備しておりましたが、残
念ながら県独自の緊急事態宣言を受け中止とな
りました。練習を重ねてきた出場者の皆様の、
発表の機会が失われたことはたいへん残念で
す。来年こそコロナが収束し、皆様に努力の成
果を見せていただくことを願っています。 
 しばらくは困難な時期が続くかもしれません
が、読書推進の灯を絶やすことなく、協議会の
活動を通して１人でも多くの仲間をつくり、本
の楽しさ、そして喜びを広めていきたいと思っ
ています。 

 

協議会の皆様には、日頃より 
本県の読書活動推進にご尽力い 
ただき、感謝申し上げます。 
さて、新型コロナウイルス感 

染症という未曾有の災禍に見舞 
われた令和２年度、県立図書館 
でも多くの活動と交流の場が失 
われました。皆様の多くも、活 
動の休止や縮小を余儀なくされたのではないで
しょうか。 
 また一方で、小学校の給食の時間に朗読の録
音を放送するなど、工夫して活動された団体も
あったようです。「できること」を考える大切
さを教えられました。 
コロナ禍の社会教育施設は、非来館型サービ

スを充実させる必要性も学びましたが、一つの
場に集うことでの「交流」や「学び合い」の大
切さを再認識しました。また、各地で電子書籍
の導入等も進むなか、県立図書館にしかできな
い施設運営、求められる機能とは何か、今、突
き詰めて考える必要性を感じます。皆様と共に
県域での読書活動推進に取り組むことも、その 
一つであると考えます。 
県立図書館では「コロナ後」の県民生活向上

と文化の発展のため、さらなる読書普及事業に
取り組んで参りますので、今後ともより一層の
ご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

アフターコロナの図書館サービス 
茨城県立図書館長      山田 順一 

第 21 回茨城県読書をすすめる県民のつどい 
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 第 21 回茨城県読書をすすめる県民のつどい 
期日：11 月 28 日（土） 

会場：笠間公民館 

   大ホール 

◆講演会・朗読コンサート 

◆主催者挨拶 

茨城県教育庁総務企画部 
生涯学習課長 
小田部 修一 氏 

(公財)げんでん ふれあい茨城財団 
専務理事 
髙橋 鉄夫 氏 

茨城県読書をすすめる協議会 
会長 
稲葉 里子 

没後 75 年記念講演会・朗読コンサート 野口雨情と流浪の時代～100 年前の流行歌とともに～ 

講演会「野口雨情における流浪の本質」 

講 師：茨城大学名誉教授 佐々木 靖章 氏 

ゲスト：野口 不二子 氏 

朗読コンサート 

朗 読：見澤 淑恵 氏 

ピアノ：山口 貴士 氏 

朗読された野口雨情の詩：「流泊」「シャボン玉」「枯れすすき」「己（おれ）の家」「旅人の唄」 
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読み聞かせ「大空の会」（美浦村）  

○公民館図書室の「おはなし会」を２か月に１回、もう１つの団体と交互に担当 

○２歳児歯科検診時に図書室の絵本を約 30 冊持ち込み、読み聞かせと図書室の紹介をしている。 

○公民館のイベント時、読み聞かせブースで参加 

○子育て支援センターでの読み聞かせ 

15 年前に立ち上げ、絵本の世界に癒されながら、「絵本で子育て」を呼びかけています。 

図書室の絵本を多く活用して、読み聞かせ活動をしています。令和２年度はいろいろとたい 

へんでしたが、マスク着用、ソーシャルディスタンスの確保等の対策をして活動を続けました。 

これからも、子どもや若い保護者たちに絵本の楽しさを伝えていきたいです。 
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令和２年度 読書関係感謝状・表彰  

【読書活動の振興発展に寄与した者等への感謝状贈呈】 

○茨城県議会議長感謝状       おはなしのポケット（ひたちなか市） 

○茨城県教育委員会教育長感謝状   さくらんぼ（ひたちなか市）   

○茨城県読書推進運動協議会長感謝状 

  学校図書館（室）功労者      石井 浩子さん（龍ケ崎市立馴馬台小学校）                    

石川 貴子さん（茨城県立下館工業高等学校）  

   学校図書館（室）         茨城県立麻生高等学校図書館          

読書団体             あすなろの会（筑西市） 

土浦おはなしポケット（土浦市）  

魔法のランプ（水戸市） 

ブックママ（神栖市）  

おはなしの窓（牛久市） 

【公益社団法人読書推進運動協議会長賞】 

                   図書館ボランティアとりで（取手市） 

今年度「いばらき読書フェスティバル」は開催されませんでしたが、送付による感謝状

贈呈を行いました。感謝状等を受けられた団体・個人をご紹介します。 
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西暦(元号) で き ご と 

1956(S31) 

1959(S34) 

 

1967(S42) 

 

1976(S51) 

1988(S63) 

1989(H１) 

 

1992(H４) 

1999(H11) 

 

2000(H12) 

   

   

 

 

 

2020(R２) 

茨城県立図書館新館（旧図書館）が水戸市三の丸 119 番地に竣工 

茨城県 PTA 母親文庫制度がスタート 

茨城県移動図書館連絡協議会が発足 

茨城県立図書館・茨城県移動図書館連絡協議会が「読書活動の手引」を発行 

第１回茨城県図書館大会（のちに「茨城県読書振興大会」と改称）開催 

茨城県読書会育成推進委員会を結成、第 1回読書グループ連絡会開始 

茨城県 PTA 母親文庫指定 30 周年記念大会開催、記念誌発行 

茨城県が読書グループの数で全国第１位（1989 年当時）となり、茨城県読書会育成推

進委員会が役目を終える。 

茨城県読書団体連絡協議会（※）が発足 

「’99 いばらき読書フェスティバル－第 33回茨城県読書振興大会－」開催 

（読書フェスティバルの始まり。翌年の第 34 回まで「茨城県読書振興大会」を併記） 

３月、茨城県 PTA 母親文庫 40周年記念誌「心のかけ橋」発行 

茨城県 PTA 母親文庫運営協議会が平成 11 年度をもって発展解消 

４月、茨城県読書団体連絡協議会が「茨城県読書をすすめる協議会」に改称 

（茨城県 PTA 母親文庫運営協議会の活動が「すすめる協議会」に統合） 

「第１回茨城県読書をすすめる県民のつどい」開催 

 

「第 21 回茨城県読書をすすめる県民のつどい」開催 

※同名の協議会が 1960(S35)年に一度発足しているが、これは完全な仕切り直し。 

 

「本を読む母親の姿」「本を通して母と子の語り合い」を各家庭で実現し 

新しい家庭教育のあり方を打ち出す、という目的で 1959 年に始まった取組 

です。各学校 PTA の母親文庫委員や教養委員が中心となり、１週間単位で 

保護者自身が本を回し読みする活動や、学校図書館の充実等子どもの読書環境向上のための

様々な活動が行われました。「実施推進校」に指定された PTA は、何年間かの取組事例を年１回

の「茨城県 PTA 母親文庫運営協議会総会・運営研究会」の際に発表しました。県の運営協議会

は解散しましたが、現在も「ふれあい文庫」等の名称で継続している組織は数多くあります。 
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1992 年に発足し、「県内の読書団体・文庫等への協力と相互の連絡提携を図り読書運動の推

進を期する」という目的のもと、読書団体、文庫間の連絡と情報の交換、講演会・著書を囲む

会・研修会・読書会・文学散歩等の開催等の事業を行いました。多数の母親文庫設置校も加入

していました。2000 年３月をもって解散した茨城県 PTA 母親文庫運営協議会に加入していた文

庫の受け皿となり、2000 年４月に「茨城県読書をすすめる協議会」として再スタートしました。 

 PTA 母親文庫 30周年記念誌・40周年記念誌 

＊下記の出版物は県立図書館で閲覧することができます 

平成 9年度 PTA 母親文庫運営協議会 

総会・運営研究会並びに講演会資料から 

県立図書館の古い本の間から，PTA 母親文庫の 

お便りや文集の原稿用紙が出てくることも多い 

です。 

 昭和 30 年代の様子（PTA 母親文庫 30周年記念誌より再掲） 

主な参考文献：平成 30 年度茨城県立図書館要覧(2018,茨城県立図書館)、2018 年度全国読書グループ総覧(2020,公益

社団法人 読書推進運動協議会)、読書活動の手引き(1967,茨城県立図書館)、茨城県 PTA 母親文庫指定 40 周年記念誌

(2000,茨城県 PTA 母親文庫運営協議会・茨城県立図書館) 
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地区別の協議会、県協議会主催の講演会・研修会等を通して交流し、お互いの活動を充実させ

ていきませんか。県域の規模で読書団体等が結びついているのは茨城県読書をすすめる協議会だ

けです。 

 子どもの読書活動を充実させたいと考えている保護者の皆さん、先生方、他の学校・園・PTA や

地域の読書団体と知り合い、情報交換しませんか。また、すでに読み聞かせボランティア等で協

議会加入団体とつながりがある学校・園さんは、協議会に加入することでその団体の活動を応援

することができます。 

 毎年、５月頃に各学校・園に直接、または各市町村立図書館を通して読書団体に加入案内を配

布しています。前年度加入の読書団体に対しては、各地区協議会を通じて配布しています。年度

の途中でも随時加入可能ですので、加入を希望される場合はホームページを参照ください。 

〈ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ〉 https://www.lib.pref.ibaraki.jp/susumeru/index.html 

  （茨城県立図書館 HPトップページ右下《図書館関係者向けリンク》にボタンがあります。） 

 ※加入申込書の提出と年会費￥1,000（振込または現金）の納入が必要です。 

 【問い合わせ先】茨城県読書をすすめる協議会事務局 茨城県立図書館 普及課 

         ＴＥＬ：０２９－２２１－５５６９ 

（組 織） 

第２条 県協議会（茨城県読書をすすめる協議会）は、県内の読書団体、保・幼・小・中・高等

学校・特別支援学校等並びに PTA 文庫、読書ボランティアグループ等をもって組織する。 

（目 的） 

第３条 県協議会は県内の読書団体、保・幼・小・中・高等学校・特別支援学校等並びに PTA 文 

庫、読書ボランティアグループ等の連携・交流及び支援体制の強化に努め、本県における

読書運動の推進を図ることにより、未来を担う青少年の健全育成と、生涯学習の発展に資

することを目的とする。 

 

◇◆◇令和２年度役員紹介◇◆◇ 

顧 問 山田 順一（茨城県立図書館長） 

会 長 稲葉 里子（県西地区・結城市） 

副会長 吽野 晴美（水戸地区会長・水戸市）    林  昌子（県南地区会長・美浦村） 

    畠山美弥子（県西地区会長・古河市） 

理 事 小池 牧子（水戸地区副会長・常陸大宮市） 長谷川登代（県南地区副会長・守谷市） 

    海老原和子（県西地区副会長・結城市）   

監 事 海老原一郎（県南地区副会長・土浦市）   中根 加代（水戸地区副会長・水戸市） 

 


